
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

二

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
受
入
れ
等
の
支
援
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
（
特
定

市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
当
該
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
）
か
ら
附
則
第
九
条
第
一
項
第
二

号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額

二

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
受
入
れ
等
の
支
援
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
（
特
定

市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
あ
つ
て
は
当
該
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
）
か
ら
附
則
第
九
条
第
一
項
第
二

号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額

三

前
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三

前
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

四

前
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
四
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

四

前
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
四
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

五

特
定
市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

か
ら
附
則
第
九
条
第
一
項
第
五
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額

五

特
定
市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

か
ら
附
則
第
九
条
第
一
項
第
五
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額

六

特
定
市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
実
施
す
る
風
評
被
害
対
策
等
に

要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
か
ら
附
則
第
九
条
第
一
項
第
六
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を

控
除
し
た
額

六

特
定
市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
実
施
す
る
風
評
被
害
対
策
等
に

要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
か
ら
附
則
第
九
条
第
一
項
第
六
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を

控
除
し
た
額

七

前
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
七
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

七

前
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
七
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

八

前
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
八
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

八

前
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
中「
附

則
第
八
条
第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
九
条
第
一
項
第
八
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

令
和
四
年
度
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
一
号
、
第
六
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
、
同

項
第
一
号
ロ
の
表
第
一
号
及
び
第
五
号
並
び
に
同
項
第
二
号
の
表
第
一
号
並
び
に
附
則
第
七
条
第
三
項
第
二
号

の
規
定
は
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

令
和
三
年
度
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
一
号
、
第
六
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
、
同

項
第
一
号
ロ
の
表
第
一
号
及
び
第
五
号
並
び
に
同
項
第
二
号
の
表
第
一
号
並
び
に
附
則
第
七
条
第
三
項
第
二
号

の
規
定
は
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
七
十
条
第
二
項
の
相
当
の
調
査
）

第
百
五
十
二
条
の
二

法
第
七
十
条
第
二
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る

方
法
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
登
記
の
抹
消
の
登
記
義
務
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
登
記
義

務
者
」
と
い
う
。）が
自
然
人
で
あ
る
場
合

イ

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
の
調
査
と
し
て
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
措
置

登
記
義
務
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
、
除
票
簿
、
戸
籍
簿
、
除
籍
簿
、
戸
籍
の
附
票
又

は
戸
籍
の
附
票
の
除
票
簿
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
住
民
基
本
台
帳
等
」
と
い
う
。）を
備
え
る
と
思

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)

不
動
産
登
記
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
不
動
産
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

〇
法
務
省
令
第
六
号

民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
二
十
四
号
）
及
び
不
動
産
登
記
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
四
年
政
令
第
三
百
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施

す
る
た
め
、
不
動
産
登
記
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
日

法
務
大
臣

藤

健


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